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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素値を受信し、プレチャージ・フィールドと補償フィールドとに分割されたフレーム
周期中に前記画素値に従って液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の画素を駆動するＬＣＤ駆動方
法であって、前記方法が、
　前記画素値に従ってプレチャージ画素値を所定の第１の画素値または所定の第２の画素
値に決定するステップと、
　補償画素値を決定するステップと、
　前記プレチャージ画素値および前記補償画素値に従って前記画素を駆動するステップと
、を含み、前記ステップが、
　前記プレチャージ画素値に従ってプレチャージ駆動電圧を決定するステップと、
　前記補償画素値に従って補償駆動電圧を決定するステップと、
　前記プレチャージ・フィールド中に前記プレチャージ駆動電圧に従って前記画素を駆動
するステップと、
　前記補償フィールド中に前記補償駆動電圧に従って前記画素を駆動するステップと、を
含み、
　前記駆動ステップにおいて、前記プレチャージ画素値および前記補償画素値に従って駆
動された前記画素の明度が、前記画素値に従って駆動された場合の前記画素の明度とほぼ
等しいことを特徴とする方法。
【請求項２】
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　前記プレチャージ・フィールドおよび前記補償フィールドのシーケンスが、前記フレー
ム周期の画素値に従って、または前のフレーム周期の前の画素値に従って動的に決定され
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プレチャージ画素値が、さらに、第１のオーバードライブ補償値に従って決定され
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のオーバードライブ補償値が、前記画素値および前の画素値に従って決定され
ることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のオーバードライブ補償値が、さらに、温度値に従って決定されることを特徴
とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のオーバードライブ補償値が、前記画素値および複数の前の画素値に従って決
定されることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記補償画素値が、さらに、第２のオーバードライブ補償値に従って決定されることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のオーバードライブ補償値が、前記画素値および前の画素値に従って決定され
ることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のオーバードライブ補償値が、さらに、温度値に従って決定されることを特徴
とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のオーバードライブ補償値が、前記画素値および複数の前の画素値に従って決
定されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記プレチャージ画素値が、基準値に従って前記第１の画素値または前記第２の画素値
に決定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記プレチャージ画素値または前記補償画素値の少なくとも一方がテーブルを参照する
ことにより決定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　画素値を受信し、プレチャージ・フィールドと補償フィールドとに分割されたフレーム
周期中に前記画素値に従って液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の画素を駆動するＬＣＤ駆動装
置であって、前記駆動装置が、
　第１の同期信号を受信し、それにより第２の同期信号を出力する第１の制御装置と、
　前記画素値を受信し、プレチャージ画素値および補償画素値を決定し、前記第２の同期
信号に従って前記プレチャージ画素値および前記補償画素値のうちの一方を選択的に出力
する数学ユニットと、
　一時的に記憶するために前記数学ユニットが使用するフレーム・メモリと、を備え、
　前記フレーム周期中の前記画素の明度が、前記画素値に従って駆動された場合の前記画
素の明度とほぼ同じであることを特徴とする駆動装置。
【請求項１４】
　前記数学ユニットが、
　前記画素値を受信し、前記画素値に従って前記補償駆動電圧を出力する計算ユニットと
、
　前記画素値に従って前記プレチャージ駆動電圧を出力する拡張ユニットと、を備えるこ
とを特徴とする請求項１３に記載の駆動装置。
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【請求項１５】
　前記数学ユニットが、
　前記画素値を受信し、前記画素値に従って前記補償駆動電圧を出力する計算ユニットと
、
　前記画素値に従ってしきい値を出力するしきい値ユニットと、
　前記しきい値に従って前記プレチャージ駆動電圧を出力する拡張ユニットと、を備える
ことを特徴とする請求項１３に記載の駆動装置。
【請求項１６】
　前記数学ユニットが、さらに、
　オーバードライブ補償値を出力するオーバードライブ補償ユニットと、
　前記画素値および前記オーバードライブ補償値に従って前記プレチャージ画素値および
前記補償画素値を出力する計算および拡張ユニットと、を備えることを特徴とする請求項
１３に記載の駆動装置。
【請求項１７】
　温度値を出力する温度センサと、前記温度値に従って前記オーバードライブ補償値を出
力する前記オーバードライブ補償ユニットとをさらに備えることを特徴とする請求項１６
に記載の駆動装置。
【請求項１８】
　前記数学ユニットが、さらに、
　前記プレチャージ画素値および前記補償画素値を受信し、前記第２の同期信号に従って
前記プレチャージ画素値および前記補償画素値のうちの一方を出力するマルチプレクサを
備えることを特徴とする請求項１３に記載の駆動装置。
【請求項１９】
　前記数学ユニットが、さらに、
　所定のテーブルを参照することにより、前記画素値に従って前記プレチャージ画素値お
よび前記補償画素値を出力する参照ユニットと、
　前記プレチャージ画素値および前記補償画素値を受信し、前記第２の同期信号に従って
前記プレチャージ画素値および前記補償画素値のうちの一方を出力するマルチプレクサと
、を備えることを特徴とする請求項１３に記載の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の駆動装置および駆動方法に関し、特
に、表示品質が改善されたＬＣＤの駆動装置および駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は、明るくて薄いという理由で広く使用されている。しか
し、ＬＣＤは伝統的な陰極線（ＣＲＴ）モニタと比較すると応答速度が遅い。ＬＣＤは、
動画像が表示されると残像を有する傾向があるが、ＣＲＴモニタにはそれがない。
　ＣＲＴモニタがフレームを表示する方法をインパルス方式と呼ぶ。各画素は、各フレー
ム周期中に一瞬しか発光しない。図１はＣＲＴモニタの場合の１つの画素の明度ｌと時間
ｔとの関係を示す。フレーム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ３におけるこの画素の画素値Ｄは、
それぞれ３４、１００および３０になると想定される。パルス１１の照度は、画素値Ｄに
従って制御される。現在のフレーム周期の明度は、インパルス方式の結果として次のフレ
ーム周期の明度に影響を及ぼさず、したがって残像が存在せず、応答時間が短い。
【０００３】
　ＬＣＤがフレームを表示する方法をホールド方式と呼ぶ。各画素値Ｄが１フレーム周期
内で一定の光を発する。図２（Ａ）は、ＬＣＤにおける時間ｔと画素に印加された駆動電
圧Ｖｄとの関係を示す。フレーム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ３における画素の画素値Ｄは、
それぞれ３４、１００および３０になると想定される。フレーム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ
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３における駆動電圧Ｖｄは、それぞれ、この画素値Ｄに従って決定される。
【０００４】
　図２（Ｂ）は、画素の明度Ｌと時間ｔとのグラフを示す。明度線２１は、図２（Ａ）の
駆動電圧Ｖｄに従う画素の理想的明度である。現実には、液晶分子の応答速度は電界のそ
れより遅く、したがって画素が提示された明度に到達するための応答時間が必要である。
明度線２２は、図２（Ａ）の駆動電圧Ｖｄに従う画素の実際の明度である。画質は、遅い
応答によって生じる残像によって低下する。
【０００５】
　以上の問題は、例えば、オーバードライブ方式によって改善することができる。表示さ
れる現在フレーム周期の画素値が以前のフレーム周期の画素値より大きい場合は、表示さ
れるより大きい駆動電圧が画素に印加される。表示される現在フレーム周期の画素値が以
前のフレーム周期の画素値より小さい場合は、表示されるより小さい駆動電圧が画素に印
加される。
【０００６】
　しかし、液晶分子がホールド方式のために印加駆動電圧に対して実時間で応答しても、
ＬＣＤの表示品質はなおＣＲＴほど満足できるものではない。例えば、応答が図２（Ｂ）
の明度線２１による実時間であると想定した場合、フレーム周期Ｔ３の開始時の画像が、
人間の目にはフレーム周期Ｔ２の画像と重なって見える。したがって、応答の速度が遅い
ばかりでなく、ホールド方式もＬＣＤの表示品質を低下させる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、表示品質が改善された液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の駆
動装置および駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）を駆動する方法を提供することである。
この方法は、画素値を受信し、プレチャージ・フィールドと補償フィールドとに分割され
るフレーム周期の間、画素値に従ってＬＣＤの画素を駆動する。第一に、プレチャージ画
素値は、画素値に従い所定の第１の画素値または所定の第２の画素値に決定される。次に
、補償画素値を決定する。次に、プレチャージ画素値に従いプレチャージ駆動電圧を決定
し、補償画素値に従い補償駆動電圧を決定する。次に、プレチャージ・フィールドではプ
レチャージ駆動電圧に従い画素を駆動し、補償フィールドでは補償駆動電圧に従い画素を
駆動する。プレチャージ画素値および補償画素値に従い駆動された画素の明度は、画素値
に従い駆動された場合の画素の明度とほぼ同じである。
【０００９】
　本発明の他の目的は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）駆動装置を提供することである。こ
の装置は、画素値を受信し、プレチャージ・フィールドと補償フィールドとに分割される
フレーム周期の間、画素値に従ってＬＣＤの画素を駆動する。駆動装置はフィールド制御
装置、数学ユニット、およびソース・ドライバを含む。フィールド制御装置は、第１の同
期信号を受信し、それにより第２の同期信号を出力する。数学ユニットは画素値を受信し
、プレチャージ画素値および補償画素値を決定し、第２の同期信号に従ってプレチャージ
画素値および補償画素値のうち一方を選択的に出力する。ソース・ドライバは、それぞれ
プレチャージ画素値および補償画素値に従ってプレチャージ駆動電圧および補償駆動電圧
を生成し、プレチャージ・フィールドではプレチャージ駆動電圧により画素を駆動し、補
償フィールドでは補償駆動電圧により画素を駆動する。
【００１０】
　本発明の他の目的、特徴および利点は、好適な、しかし本発明を限定するものではない
実施形態の下記の詳細な説明を読めば明らかになるだろう。説明は添付の図面を参照しな
がら行う。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　液晶分子の応答速度は、液晶分子の現在の状態およびターゲット状態に関連する。図３
（Ａ）は、液晶分子が最短応答時間を有する状況を示す。画素値Ｇが最小画素値Ｇｍｉｎ
から最大画素値Ｇｍａｘまで上昇するか、最大画素値Ｇｍａｘから最小画素値Ｇｍｉｎま
で減少すると、液晶分子は最短応答時間を有する。
【００１２】
　図３（Ｂ）は、液晶分子が中間応答時間を有する状況を示す。画素値Ｇが最小画素値Ｇ
ｍｉｎから中間画素値まで、または中間画素値から最大画素値Ｇｍａｘまで上昇するか、
最大画素値Ｇｍａｘから中間画素値まで、または最大画素値Ｇｍａｘから中間画素値まで
低下すると、液晶分子は中間応答時間を有する。
【００１３】
　図３（Ｃ）は、液晶分子が最長応答時間を有する状況を示す。画素値Ｇが１つの中間画
素値から他の中間画素値に変化すると、液晶分子は最長応答時間を有する。図３（Ｃ）の
状況は、表示品質を向上させるために回避しなければならない。
【００１４】
　以下の実施形態の場合には、ＬＣＤのリフレッシュ速度を６０Ｈｚと仮定し、解像度を
８００×６００と仮定する。従来の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の表示プロセスは、垂直
同期信号Ｖｓおよび水平同期信号Ｈｓによって制御される。６０Ｈｚの周波数（ｆ（Ｖｓ
）とする）を有する垂直同期信号Ｖｓに従うと、１秒に６０フレームが表示され、従って
対応するフレーム周期は１／６０＝１６．７ｍｓである。各フレームは６００本の行を有
し、これはＨｓ信号の制御によって規則的に走査され、したがってＨｓ信号の周波数は、
ｆ（Ｈｓ）＝６００＊ｆ（Ｖｓ）＝３６，０００Ｈｚである。各行は８００ポイントを有
し、各ポイントは赤、青および緑の画素を含む。したがって各行は８００＊３＝２４００
画素を有する。ＬＣＤへの画素ビット・ストリームの入力を制御する画素クロック信号Ｃ
ｐの周波数は、ｆ（Ｃｐ）＝２４００＊ｆ（Ｈｓ）＝８６，４００，０００Ｈｚである。
画素値は８ビット、０乃至２５５グレー・レベルを有すると想定され、対応する駆動電圧
は０乃至５Ｖである。画素値と駆動電圧との関係は、必ずしも直線ではなく、例えば、テ
ーブルを参照することにより獲得される。
【００１５】
　図４（Ａ）は、本発明の第１の実施形態によるＬＣＤの駆動方法の駆動電圧を示す。フ
レーム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ３の画素値Ｄは、それぞれ３０、２００および３０と推定
される。従来の駆動方法では、フレーム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ３の対応する駆動電圧は
、例えば図４（Ａ）の点線３１で示すように０．６Ｖ、４Ｖおよび０．６Ｖである。しか
し、従来の方法は応答時間が長いという欠点を有する。
【００１６】
　本発明の第１の実施形態では、フレーム周期が補償フィールドＣと補償フィールドの前
にあるプレチャージ・フィールドＰとに分割されている。プレチャージ・フィールドＰの
プレチャージ画素値は、例えば、第１の実施形態の最大画素値である所定の高い画素値Ｇ
ｍａｘか、例えば第１の実施形態の最小画素値である所定の低い画素値Ｇｍｉｎである。
補償フィールドに対応する補償画素値は、画素値およびプレチャージ画素値に従い決定さ
れる。第１の実施形態の場合には、画素値は、プレチャージ・フィールドＰとそれに対応
する補償フィールドＣとのほぼ平均である。
【００１７】
　フレーム周期Ｔ１は、プレチャージ・フィールドＰ１と補償フィールドＣ１とに分割さ
れ、フレーム周期Ｔ２はプレチャージ・フィールドＰ２と補償フィールドＣ２とに分割さ
れ、フレーム周期Ｔ３はプレチャージ・フィールドＰ３と補償フィールドＣ３とに分割さ
れる。
【００１８】
　第一に、プレチャージ・フィールドＰのプレチャージ画素値を決定する。フレーム周期
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の画素値が基準値より大きい場合は、プレチャージ画素値が所定の高い画素値Ｇｍａｘに
なる。フレーム周期の画素値が基準値より小さい場合は、プレチャージ画素値が所定の低
い画素値Ｇｍｉｎになる。基準値は、ＬＣＤの特性に従って調節される。ここでは、基準
値を１２８と推定する。
【００１９】
　フレーム周期Ｔ１の画素値は３０であり、１２８という基準値より小さいので、プレチ
ャージ・フィールドＰ１のプレチャージ画素値は０という所定の低い画素値Ｇｍｉｎとな
る。したがって、補償フィールドＣ１の補償画素値は６０に決定され、したがって補償画
素値とプレチャージ画素値との平均は、ほぼフレーム周期Ｔ１の画素値である。
【００２０】
　フレーム周期Ｔ２の画素値は２００であり、１２８という基準値より大きいので、プレ
チャージ・フィールドＰ２のプレチャージ画素値は２５５という所定の高い画素値Ｇｍａ
ｘである。補償フィールドＣ２の補償画素値は、したがって１４５に決定され、したがっ
て２００であるフレーム周期Ｔ２の画素値は、プレチャージ・フィールドＰ２のプレチャ
ージ画素値と補償フィールドＣ２の補償画素値との平均である。
【００２１】
　フレーム周期Ｔ３の画素値は３０であり、１２８という基準値より小さいので、プレチ
ャージ・フィールドＰ３のプレチャージ画素値は、０という所定の低い画素値Ｇｍｉｎに
決定される。補償フィールドＣ３の補償画素値は、したがって６０に決定され、したがっ
て３０というフレーム周期Ｔ３の画素値は、プレチャージ・フィールドＰ３のプレチャー
ジ画素値と補償フィールドＣ３の補償画素値との平均である。
【００２２】
　駆動電圧は、プレチャージ画素値および補償画素値に従って、例えば、テーブルを参照
することにより決定される。この実施形態の各フィールドの駆動電圧は、図４（Ａ）で示
すように０Ｖ、１．２Ｖ、５Ｖ、２．８Ｖ、０Ｖ、１．２Ｖである。
【００２３】
　図４（Ｂ）は、図４（Ａ）の駆動電圧を印加した画素の明度を示す。点線は画素の理想
明度を表し、実線は画素の現実の明度を表す。例えば、フレーム周期Ｔ２を考えてみる。
画素の明度は、プレチャージ・フィールドＰ２の間に最大まで上昇する。この実施形態の
上昇時間は、この実施形態の駆動電圧が従来の駆動電圧より大きい結果、従来の方法の上
昇時間より短い。画素の明度は、補償フィールドＣ２の間に下降し始める。この実施形態
の下降時間は、この実施形態の駆動電圧が従来の駆動電圧より小さいので、従来の方法の
下降時間より短い。さらに、フレーム周期Ｔ２の明度の曲線は、インパルス方式のディス
プレイに類似し、したがって残像の効果が減少する。さらに、図３（Ｃ）で示すような長
い応答時間の状況は、所定の高いまたは低い画素値から中間画素値に近づくか、中間画素
値から開始して所定の高いまたは低い画素値にすることにより防止される。
【００２４】
　所定の高いまたは低い画素値は、必ずしも最大または最小画素値でなく、ＬＣＤの特性
に依存する。
　例えばフレーム周期Ｔ２を考えてみる。プレチャージ・フィールドＰ２および補償フィ
ールドＣ２の明度の結果であるフレーム周期Ｔ２の明度は、画素を従来の方法で駆動した
場合の明度とほぼ等しい。
【００２５】
　図５（Ａ）は、ＬＣＤの他の駆動方法の駆動電圧を示し、ここで補償フィールドはプレ
チャージ・フィールドに先行する。フレーム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ３の画素値Ｄは、そ
れぞれ３０、２００および３０であると想定する。
　フレーム周期Ｔ１を補償フィールドＣ１とプレチャージ・フィールドＰ１とに分割し、
フレーム周期Ｔ２をプレチャージ・フィールドＰ２と補償フィールドＣ２とに分割し、フ
レーム周期Ｔ３をプレチャージ・フィールドＰ３と補償フィールドＣ３とに分割する。
【００２６】
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　フレーム周期Ｔ１の画素値は３０であり、１２８という基準値より小さいので、プレチ
ャージ・フィールドＰ１のプレチャージ画素値は０という所定の低い画素値Ｇｍｉｎに決
定される。補償フィールドＣ１の補償画素値は、それに応じて６０に決定され、したがっ
て３０であるフレーム周期Ｔ１の画素値は、プレチャージ・フィールドＰ１のプレチャー
ジ画素値と補償フィールドＣ１の補償画素値との平均である。
【００２７】
　フレーム周期Ｔ２の画素値は２００であり、１２８という基準値より大きいので、プレ
チャージ・フィールドＰ２のプレチャージ画素値は２５５という所定の高い画素値Ｇｍａ
ｘに決定される。補償フィールドＣ２の補償画素値は、これによって１４５に決定され、
したがって２００であるフレーム周期Ｔ２の画素値は、プレチャージ・フィールドＰ２の
プレチャージ画素値と補償フィールドＣ２の補償画素値との平均である。
【００２８】
　フレーム周期Ｔ３の画素値は３０であり、１２８という基準値より小さいので、プレチ
ャージ・フィールドＰ３のプレチャージ画素値は、０という所定の低い画素値Ｇｍｉｎに
決定される。補償フィールドＣ３の補償画素値は、これによって６０に決定され、したが
って３０であるフレーム周期Ｔ３の画素値は、プレチャージ・フィールドＰ３のプレチャ
ージ画素値と補償フィールドＣ３の補償画素値との平均である。
　駆動電圧は、プレチャージ画素値および補償画素値に従って、例えば、テーブルを参照
することにより決定される。この実施形態の各フィールドの駆動電圧は、図５（Ａ）で示
すように１．２Ｖ、０Ｖ、２．８Ｖ、５Ｖ、１．２Ｖおよび０Ｖである。
【００２９】
　図５（Ｂ）は、図５（Ａ）の駆動電圧を印加した画素の明度を示す。点線は画素の理想
明度を表し、実線は画素の現実の明度を表す。図３（Ｃ）で示すような最長応答時間の状
況は、この実施形態の場合には、所定の高いまたは低い画素値から中間画素値に近づくか
、中間画素値から開始して所定の高いまたは低い画素値にすることにより回避される。
【００３０】
　図６は、本発明の第２の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。駆動装置
５００は、フレーム・メモリ５１０、数学ユニット、およびフィールド制御装置５５０を
含む。数学ユニットはしきい値ユニット５２０、計算ユニット５３０、拡張ユニット５４
０、およびマルチプレクサ５６０を含む。ＬＣＤ駆動装置５００は画素値Ｄを受信して、
プレチャージ画素値または補償画素値である駆動値Ｄｖを出力する。次に、ソース・ドラ
イバ５７０はこれにより駆動電圧Ｖｄを出力してＬＣＤを駆動する。
【００３１】
　例えば、毎秒６０のフレームが表示される６０Ｈｚのリフレッシュ速度を有するＬＣＤ
を考えてみる。画素値Ｄを、上記画素クロック信号Ｃｐに従ってＬＣＤ駆動装置５００に
入力する。ＬＣＤ駆動装置５００は、画素クロック信号Ｃｐ’に従って駆動値Ｄｖを出力
し、その周波数は、１フレーム周期を補償フィールドとプレチャージ・フィールドとに分
割するので、画素クロック信号Ｃｐの２倍である。
【００３２】
　第一に、ＬＣＤ駆動装置５００が画素値Ｄを受信して、画素値Ｄをフレーム・メモリ５
１０にセーブし、画素値Ｄをしきい値ユニット５２０に送信する。しきい値ユニット５２
０は画素値Ｄを基準値と比較し、画素値Ｄが基準値より大きい場合は、しきい値ユニット
５２０からのしきい値が第１の値となって、フレーム・メモリ５１０にセーブされ、そう
でない場合は、第２の値となって、フレーム・メモリ５１０にセーブされる。
【００３３】
　次に、計算ユニット５３０が、画素値Ｄおよびフレーム・メモリ５１０からのしきい値
に従って補償画素値を出力する。しきい値が第２の値である場合は、画素値Ｄの２倍に従
って補償駆動電圧を決定する。そうでない場合は、画素値Ｄの２倍から所定の高い画素値
を引いた結果に従って補償電圧を決定する。
【００３４】
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　拡張ユニット５４０は、フレーム・メモリ５１０からしきい値を受信して、プレチャー
ジ画素値を出力する。しきい値が第１の値である場合は、プレチャージ画素値が所定の高
い画素値となり、そうでない場合は、所定の低い画素値となる。フィールド制御装置５５
０は、マルチプレクサ５６０を制御して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃから得た第２の同期
信号に従ってプレチャージ画素値または補償画素値を出力する。プレチャージ・フィール
ドと補償フィールドのシーケンスは、フィールド制御装置５５０によって決定される。
【００３５】
　図７は、本発明の第３の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。ＬＣＤ駆
動装置６００はフレーム・メモリ６１０、数学ユニット、およびフィールド制御装置６５
０を含む。数学ユニットはしきい値ユニット６２０、計算ユニット６３０、拡張ユニット
６４０およびマルチプレクサ６６０を含む。ＬＣＤ駆動装置６００は画素値Ｄを受信して
、プレチャージ画素値または補償画素値である駆動値Ｄｖを出力し、それによりソース・
ドライバ６７０が駆動電圧Ｖｄを出力してＬＣＤを駆動する。
【００３６】
　例えば、毎秒６０のフレームを表示する６０Ｈｚのリフレッシュ速度を有するＬＣＤを
考えてみる。画素クロック信号Ｃｐに従って画素値ＤをＬＣＤ駆動装置６００に入力する
。ＬＣＤ駆動装置６００は、画素クロック信号Ｃｐ’に従って駆動電圧Ｖｄを出力し、そ
の周波数は、１フレーム周期を補償フィールドとプレチャージ・フィールドとに分割する
ので、画素クロック信号Ｃｐの２倍である。
【００３７】
　第一に、駆動装置６００が画素値Ｄを受信して、画素値Ｄをフレーム・メモリ６１０に
セーブする。しきい値ユニット６２０は画素値Ｄを基準値と比較し、画素値Ｄが基準値よ
り大きい場合は、しきい値ユニット６２０からのしきい値が第１の値となり、そうでない
場合は、第２の値となる。
【００３８】
　次に、計算ユニット６３０が、画素値Ｄおよびしきい値に従って補償画素値を出力し、
しきい値が第２の値である場合は、補償画素値が画素値Ｄの２倍に従って決定される。そ
うでない場合は、画素値Ｄの２倍から所定の高い画素値を引いた結果に従って補償画素値
が決定される。
【００３９】
　拡張ユニット６４０は、しきい値を受信して、プレチャージ画素値を出力する。しきい
値が第１の値である場合は、プレチャージ画素値が所定の高い画素値となり、そうでない
場合は、低い画素値となる。フィールド制御装置６５０は、マルチプレクサ６６０を制御
して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃに従ってプレチャージ画素値または補償画素値を出力す
る。フィールド制御装置６５０が、プレチャージ・フィールドと補償フィールドのシーケ
ンスを決定する。
【００４０】
　図８は、本発明の第４の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。駆動装置
７００はフレーム・メモリ７１０、数学ユニット、およびフィールド制御装置７５０を含
む。数学ユニットはしきい値ユニット７２０、計算ユニット７３０、拡張ユニット７４０
およびマルチプレクサ７６０を含む。ＬＣＤ駆動装置７００は画素値Ｄを受信し、それに
よりソース・ドライバ７７０が駆動電圧Ｖｄを出力する。
【００４１】
　例えば、毎秒６０フレームを表示する６０Ｈｚのリフレッシュ速度を考えてみる。画素
クロック信号Ｃｐに従って画素値ＤがＬＣＤ駆動装置７００に入力される。ＬＣＤ駆動装
置７００は、画素クロック信号Ｃｐ’に従って駆動電圧Ｖｄを出力し、その周波数は、１
フレーム周期を補償フィールドとプレチャージ・フィールドとに分割するので、画素クロ
ック信号Ｃｐの２倍である。
【００４２】
　第一に、ＬＣＤ駆動装置７００が画素値Ｄを受信して、画素値Ｄをフレーム・メモリ７
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１０にセーブする。フレーム・メモリ７１０が、セーブされている画素値Ｄおよび前のフ
レーム周期のしきい値も出力する。しきい値ユニット７２０は受信した画素値Ｄを基準値
と比較する。画素値Ｄが基準値より大きい場合は、しきい値ユニット７２０からのしきい
値が第１の値となり、フレーム・メモリ７１０にセーブされる。そうでない場合は、第２
の値となる。
【００４３】
　計算ユニット７３０は、以前のフレーム周期の画素値Ｄおよびしきい値に従って補償画
素値を出力する。画素値が基準値より大きくない場合は、補償画素値が画素値Ｄの２倍に
従って決定される。そうでない場合は、画素値Ｄの２倍から所定の高い画素値を引いた結
果に従って補償電圧が決定される。
【００４４】
　次に、計算ユニット７３０は、以前のフレーム周期のしきい値に従ってオーバードライ
ブ方式を決定する。以前のフレーム周期のしきい値が第１の値である場合は、所定の高い
画素値が以前のフレーム周期のプレチャージ・フィールドで提供される。したがって、応
答速度を上げるためのオーバードライブ方式は、現在フレーム周期の補償画素値を減少さ
せる。以前のフレーム周期のしきい値が第２の値である場合は、最小画素が以前のフレー
ム周期のプレチャージ・フィールドで提供される。したがって、応答速度を上げるための
オーバードライブ方式は、現在フレーム周期の補償駆動電圧を増加させる。
【００４５】
　拡張ユニット７４０が、しきい値を受信して、プレチャージ画素値を出力する。しきい
値が第１の値である場合は、プレチャージ画素値が所定の高い画素値となる。そうでない
場合は、所定の低い画素値となる。フィールド制御装置７５０は、マルチプレクサ７６０
を制御して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃに従ってプレチャージ画素値または補償画素値を
出力する。
【００４６】
　図９は、本発明の第５の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。第５の実
施形態の場合には、第４の実施形態と比較すると、プレチャージ・フィールドは補償フィ
ールドの前にある。駆動装置８００はフレーム・メモリ８１０、数学ユニット、およびフ
ィールド制御装置８５０を含む。数学ユニットはしきい値ユニット８２０、計算ユニット
８３０、拡張ユニット８４０およびマルチプレクサ８６０を含む。ＬＣＤ駆動装置８００
は画素値Ｄを受信し、駆動値Ｄｖを出力して、それによりソース・ドライバ８７０が駆動
電圧Ｖｄを出力する。
【００４７】
　例えば、毎秒６０フレームを表示する６０Ｈｚのリフレッシュ速度を有するＬＣＤを考
えてみる。上記画素クロック信号Ｃｐに従って画素値ＤがＬＣＤ駆動装置８００に入力さ
れる。ＬＣＤ駆動装置８００は、画素クロック信号Ｃｐ’に従って駆動電圧Ｖｄを出力し
、その周波数は、１フレーム周期をプレチャージ・フィールドと補償フィールドとに分割
するので、画素クロック信号Ｃｐの２倍である。
【００４８】
　第一に、駆動装置８００が画素値Ｄを受信して、画素値Ｄを計算ユニット８３０および
しきい値ユニット８２０に配布する。しきい値ユニット８２０は受信した画素値Ｄを基準
値と比較する。画素値Ｄが基準値より大きい場合は、しきい値ユニット８２０から出力さ
れたしきい値が第１の値となり、計算ユニット８３０およびフレーム・メモリ８１０に配
布される。そうでない場合は、第２の値となる。
【００４９】
　次に、計算ユニット８３０が、画素値Ｄおよびフレーム・メモリ８１０からのしきい値
に従って補償駆動電圧を出力する。しきい値が第２の値の場合は、補償画素値が画素値Ｄ
の２倍に従って決定される。そうでない場合は、画素値Ｄの２倍から所定の高い画素値を
引いた結果に従って補償画素値が決定される。
【００５０】
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　次に、計算ユニット８３０は、しきい値に従ってオーバードライブ方式を決定する。し
きい値が第１の値である場合は、所定の高い画素値がプレチャージ・フィールドで提供さ
れる。したがって、液晶分子の応答速度を上げるためのオーバードライブ方式は、現在フ
レーム周期の補償画素値を減少させる。以前のフレーム周期のしきい値が第２の値である
場合は、所定の低い画素値がプレチャージ・フィールドで提供される。したがって、液晶
分子の応答速度を上げるためのオーバードライブ方式は、現在フレーム周期の補償画素値
を増加させる。
【００５１】
　次に、計算ユニット８３０が補償画素値をフレーム・メモリ８１０にセーブする。フレ
ーム・メモリ８１０はセーブした補償画素値をマルチプレクサ８６０に出力し、しきい値
を拡張ユニット８４０に出力する。
　拡張ユニット８４０は、しきい値を受信して、しきい値に従ってプレチャージ画素値を
出力する。しきい値が第１の値である場合は、プレチャージ画素値が所定の高い画素値と
なる。そうでない場合は、低い画素値となる。フィールド制御装置８５０は、マルチプレ
クサ８６０を制御して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃに従ってプレチャージ画素値または補
償画素値を出力する。
【００５２】
　本発明の第２、第３、第４および第５の実施形態のフレーム・メモリは、全フレームの
画素をセーブする。Ｖｓ信号およびＨｓ信号の周波数は、１フレーム周期でプレチャージ
・フィールドおよび補償フィールドに対応する２つの画素値を表示する際に、２倍にする
。したがって、Ｖｓ’信号はＶｓ信号の周波数の２倍であり、Ｈｓ’信号はＨｓ信号の周
波数の２倍である。本発明の第２、第３、第４および第５の実施形態の場合には、第１の
フィールドの全画素の画素値は、１／１２０秒であるＶｓ’信号の周期中に規則的に表示
される。次に、第２のフィールドの全画素の画素値は、１／１２０秒であるＶｓ’信号の
次の周期で規則的に表示される。
【００５３】
　図１０は、本発明の第６の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。ＬＣＤ
駆動装置９００はフレーム・メモリ９１０、数学ユニットおよびフィールド制御装置９５
０を含む。数学ユニットはしきい値ユニット９２０、計算ユニット９３０、拡張ユニット
９４０およびマルチプレクサ９６０を含む。ＬＣＤ駆動装置９００は画素値Ｄを受信し、
駆動値を出力し、それによりソース・ドライバ９７０が駆動電圧Ｖｄを出力する。
【００５４】
　例えば、毎秒６０のフレームを表示する６０Ｈｚのリフレッシュ速度を有するＬＣＤを
考えてみる。画素クロック信号Ｃｐに従って画素値ＤがＬＣＤ駆動装置９００に入力され
る。ＬＣＤ駆動装置９００は、画素クロック信号Ｃｐ’に従って駆動電圧Ｖｄを出力し、
その周波数は、１フレーム周期をプレチャージ・フィールドと補償フィールドとに分割す
るので、画素クロック信号Ｃｐの２倍である。
【００５５】
　第一に、ＬＣＤ駆動装置９００が画素値Ｄを受信し、画素値Ｄを計算ユニット９３０お
よびしきい値ユニット９２０に配布する。しきい値ユニット９２０は受信した画素値Ｄを
基準値と比較する。画素値Ｄが基準値より大きい場合は、しきい値ユニット９２０から出
力されたしきい値が第１の値となり、フレーム・メモリ９１０に配布される。そうでない
場合は、第２の値となる。フレーム・メモリ９１０はしきい値を計算ユニット９３０およ
び拡張ユニット９４０に出力する。
【００５６】
　次に、計算ユニット９３０が、画素値Ｄおよびフレーム・メモリ９１０からのしきい値
に従って補償駆動電圧を出力する。しきい値が第２の値の場合は、補償画素値が画素値Ｄ
の２倍に従って決定される。そうでない場合は、画素値Ｄの２倍から所定の高い画素値を
引いた結果に従って補償画素値が決定される。
【００５７】
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　拡張ユニット９４０は、しきい値を受信し、しきい値に従ってプレチャージ画素値を出
力する。しきい値が第１の値である場合は、プレチャージ画素値が所定の高い画素値とな
る。そうでない場合は、所定の低い画素値となる。フィールド制御装置９５０は、マルチ
プレクサ８６０を制御して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃに従ってプレチャージ画素値また
は補償画素値を出力する。
【００５８】
　本発明の第２、第３、第４および第５の実施形態の場合には、全画像の画素はフレーム
・メモリによってセーブされる。しかし、各画素のしきい値は、１ビットしか有さず、第
６の実施形態に従ってフレーム・メモリ９１０によってセーブされる。したがって、第６
の実施形態は、ＬＣＤ駆動装置９００が必要とする必要メモリを効率的に減少させること
ができる。
【００５９】
　第６の実施形態の場合には、別の走査方法が必要となる。全ての画像の画素がフレーム
・メモリ９１０によってセーブされるわけではなく、各画素が出力のために瞬時処理され
るからである。図１１（Ａ）および（Ｂ）は、第６の実施形態によるｎ番目のフレーム周
期の走査プロセスを示す。例えば、補償フィールドがプレチャージ・フィールドより前に
あると考えてみる。Ｈｓ’信号の周波数はＨｓ信号の周波数の２倍である。Ｖｓ’信号の
周波数はＶｓ信号と同じである。
【００６０】
　画素値のビット・ストリームが、画素クロック信号Ｃｐに従ってＬＣＤ駆動装置に入力
される。１フレームの画素値は１／６０秒で完全に入力され、１行の画素はＨｓ’信号の
２サイクルで完全に入力される。第６の実施形態の場合には、１行の画素値を受信した場
合に画素値をセーブするメモリがないので、画素が瞬時処理され、表示される。フレーム
は上部分と下部分とに分割され、それぞれ行１乃至３００および行３０１乃至６００に対
応する。
【００６１】
　図１１（Ａ）は、ｎ番目のフレームの上部分の画素値を受信中の走査プロセスを示し、
この場合、まず最初のＨｓ’信号の第１のサイクルはＨｓ’（０）である。各行の画素値
は、Ｈｓ’（０）、Ｈｓ’（２）、Ｈｓ’（４）など、各偶数サイクルで入力される。Ｈ
ｓ’（０）では、第１行の画素値が入力され、ｎ番目のフレームの第１行の補償画素値Ｃ

１（ｎ）が表示される。第１行の各画素のしきい値がフレーム・メモリにセーブされる。
【００６２】
　Ｈｓ’（１）では、上部分の第２行の画素値がまだ入力されず、したがって第３０１行
、すなわち、下部分の第１行の（ｎ－１）番目のフレームの画素に対応するプレチャージ
画素値Ｐ３０１（ｎ－１）が表示される。プレチャージ画素値Ｐ３０１（ｎ－１）がフレ
ーム・メモリにセーブされたしきい値に従って決定される。
【００６３】
　Ｈｓ’（２）では、上部分の第２行の画素値が入力される。第２行の各画素に対応する
プレチャージ画素値Ｃ２（ｎ）が表示される。第２行の各画素値に対応するしきい値がフ
レーム・メモリにセーブされる。
【００６４】
　Ｈｓ’（３）では、上部分の第３行の画素値がまだ入力されていない。第３０２行、す
なわち、下部分の第２行の（ｎ－１）番目のフレームの画素に対応するプレチャージ画素
値Ｐ３０２（ｎ－１）が表示される。プレチャージ画素値Ｐ３０２（ｎ－１）が、フレー
ム・メモリにセーブしたしきい値に従って決定される。
　以降は類推によって推論される。Ｈｓ’（５９９）まで、下部分の第（ｎ－１）番目の
フレームに対応するプレチャージ画素値および上部分のｎ番目のフレームに対応するプレ
チャージ画素値が表示されている。
【００６５】
　図１１（Ｂ）は、ｎ番目のフレームの下部分の画素値を受信中の走査プロセスを示す。
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Ｈｓ’（６００）では、第３０１行の画素値が入力され、第３０１行の補償画素値Ｃ３０

１（ｎ）が表示される。第３０１行の画素のしきい値がフレーム・メモリにセーブされる
。
　Ｈｓ’（６０１）では、下部分の第３０２行の画素値がまだ入力されていない。ｎ番目
のフレームの第１行のｎ番目のフレームの画素に対応するプレチャージ画素値Ｐ１（ｎ）
が表示される。プレチャージ画素値Ｐ１（ｎ）が、フレーム・メモリにセーブしたしきい
値に従って決定される。
【００６６】
　Ｈｓ’（６０２）では、第３０２行の画素値が入力される。第３０２行の画素に対応す
るプレチャージ画素値Ｃ３０２（ｎ）が表示される。第３０２行の画素に対応するしきい
値がフレーム・メモリにセーブされる。
　Ｈｓ’（６０３）では、第３０３行の画素値がまだ入力されていない。第２行のｎ番目
のフレームの画素に対応するプレチャージ画素値Ｐ２（ｎ）が表示される。
【００６７】
　以降は類推によって推論される。Ｈｓ’（１１９９）まで、ｎ番目のフレームの下部分
に対応するプレチャージ画素値およびｎ番目のフレームの上部分に対応するプレチャージ
画素値が表示されている。したがって、Ｖｓ信号の１周期で１フレームを完全に表示する
ことができる。
【００６８】
　図１２は、本発明の第７の実施形態によるＬＣＤの駆動方法の駆動電圧を示す。フレー
ム周期Ｔ１、Ｔ２およびＴ３の画素値Ｄは、それぞれ３０、２００および３０と想定され
る。この実施形態の場合には、プレチャージ・フィールドは補償フィールドより前にある
。補償画素値およびプレチャージ画素値は、オーバードライブのためにさらに補償される
。プレチャージ画素値は第１の画素値または第２の画素値、例えば、それぞれ５および２
４０である。補償画素値は、フレーム周期の明度が、従来の方法の画素値で駆動される明
度とほぼ同じであるように計算される。補償画素値とプレチャージ画素値との平均は、こ
の実施形態の画素値とほぼ等しい。
【００６９】
　第一に、第１の実施形態の方法によりフレーム周期のプレチャージ画素値および補償画
素値を計算する。フレーム周期Ｔ１の画素値は３０であり、１２８という基準値より小さ
く、したがってプレチャージ・フィールドＰ１のプレチャージ画素値は第２の画素値であ
り、これはこの実施形態の場合には、５である。したがって補償フィールドＣ１の補償画
素値が５５に決定される。フレーム周期Ｔ２の画素値は２００であり、１２８という基準
値より大きく、したがってプレチャージ・フィールドＰ２のプレチャージ画素値が第１の
画素値になり、これはこの実施形態の場合には、２４０である。したがって、補償フィー
ルドＣ２の補償画素値が１６０に決定される。フレーム周期Ｔ３の画素値は３０であり、
１２８という基準値より小さく、したがってプレチャージ・フィールドＰ３のプレチャー
ジ画素値が第２の画素値となり、これはこの実施形態の場合には、５である。したがって
、補償フィールドＣ３の補償画素値が５５に決定される。
【００７０】
　次に、オーバードライブ補償値を決定する。フレーム周期Ｔ２の画素値は２００であり
、以前のフレーム周期Ｔ１のそれより大きく、したがってプレチャージ・フィールドＰ２
のプレチャージ画素値がオーバードライブ補償値Δ１に追加され、補償フィールドＣ２の
補償画素値が、液晶分子の応答速度を上げるためのオーバードライブ補償値Δ２に追加さ
れる。オーバードライブ補償値Δ１およびΔ２は、例えば、それぞれ１０および２である
。
【００７１】
　オーバードライブ補償値は、現在フレーム周期の画素値および前フレーム周期の画素値
に従って決定することができる。最善のオーバードライブ補償値を求めるために、ＬＣＤ
の特性に従ってテーブルを確立することができる。
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【００７２】
　この実施形態の場合には、プレチャージ画素値と補償画素値との両方をオーバードライ
ブ方式で補償するか、その一方のみをオーバードライブ方式で補償する。また、オーバー
ドライブ補償値は、前フレーム周期、前プレチャージ・フィールド、または前補償フィー
ルドの画素値に従って決定することができる。
　さらに、プレチャージ・フィールドおよび補償フィールドのシーケンスは、例えば各フ
ィールドの画素値に従って動的に置き換えることができる。
【００７３】
　図１３は、本発明の第８の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図を示す。駆動装
置１０００はフレーム・メモリ１０１０、数学ユニットおよびフィールド制御装置１０５
０を含む。数学ユニットはオーバードライブ補償ユニット１０２０、温度センサ１０２３
、計算および拡張ユニット１０３０、およびマルチプレクサ１０６０を含む。ＬＣＤ駆動
装置１０００は画素値Ｄを受信して、プレチャージ画素値または補償画素値である駆動値
Ｄｖを出力する。次に、ソース・ドライバ１０７０がこれによって駆動電圧Ｖｄを出力し
、ＬＣＤを駆動する。
【００７４】
　ＬＣＤ駆動装置１０００は画素値Ｄを受信し、フレーム・メモリ１０１０に画素値Ｄを
セーブする。次に、計算および拡張ユニット１０３０が、画素値Ｄおよびオーバードライ
ブ補償ユニット１０２０からのオーバードライブ補償値に従って補償画素値およびプレチ
ャージ画素値を出力する。プレチャージ画素値および補償画素値はフレーム・メモリ１０
１０にセーブされて、後にオーバードライブ補償ユニット１０２０および計算および拡張
ユニット１０３０によって使用され、マルチプレクサ１０６０に出力される。オーバード
ライブ補償ユニット１０２０は、画素値Ｄ、プレチャージ画素値、補償画素値、または温
度センサ１０２３が出力する温度値に従ってオーバードライブ補償値を出力する。温度セ
ンサ１０２３は、この実施形態の必要な要素ではないが、オーバードライブ補償ユニット
１０２０の性能を向上させることができる。
　フィールド制御装置１０５０はマルチプレクサ１０６０を制御して、第１の同期信号Ｆ
ｓｙｎｃから得た第２の同期信号に従ってプレチャージ画素値または補償画素値を出力す
る。
【００７５】
　図１４は、本発明の第９の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。駆動装
置１１００はフレーム・メモリ１１１０、数学ユニットおよびフィールド制御装置１１５
０を含む。数学ユニットは、オーバードライブ補償ユニット１１２２、計算および拡張ユ
ニット１１３０、およびマルチプレクサ１１６０を含む。ＬＣＤ駆動装置１１００は画素
値Ｄを受信し、プレチャージ画素値または補償画素値である駆動値Ｄｖを出力する。次に
、ソース・ドライバ１１７０がこれによって駆動電圧Ｖｄを出力し、ＬＣＤを駆動する。
【００７６】
　ＬＣＤ駆動装置１１００は画素値Ｄを受信し、フレーム・メモリ１１１０に画素値Ｄを
セーブする。次に、計算および拡張ユニット１１３０が画素値Ｄおよびオーバードライブ
補償ユニット１１２２からのオーバードライブ補償値に従って補償画素値およびプレチャ
ージ画素値を出力する。プレチャージ画素値および補償画素値はフレーム・メモリ１１１
０にセーブされて、後にオーバードライブ補償ユニット１１２２、および計算および拡張
ユニット１１３０によって使用され、マルチプレクサ１１６０に出力される。フィールド
制御装置１１５０はマルチプレクサ１１６０を制御して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃから
得た第２の同期信号に従ってプレチャージ画素値または補償画素値を出力する。
【００７７】
　図１５は、本発明の第１０の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。駆動
装置１２００はフレーム・メモリ１２１０、数学ユニット、およびフィールド制御装置１
２５０を含む。数学ユニットは、オーバードライブ補償ユニット１２２０、計算および拡
張ユニット１２３０、およびマルチプレクサ１２６０を含む。ＬＣＤ駆動装置１２００は



(14) JP 4204512 B2 2009.1.7

10

20

30

40

50

画素値Ｄを受信し、プレチャージ画素値または補償画素値である駆動値Ｄｖを出力する。
次に、ソース・ドライバ１２７０がこれによって駆動電圧Ｖｄを出力し、ＬＣＤを駆動す
る。
【００７８】
　ＬＣＤ駆動装置１２００は画素値Ｄを受信し、フレーム・メモリ１２１０に画素値Ｄを
セーブする。次に、計算および拡張ユニット１２３０が、画素値Ｄおよびオーバードライ
ブ補償ユニット１２２０からのオーバードライブ補償値に従って補償画素値およびプレチ
ャージ画素値を出力する。フィールド制御装置１２５０はマルチプレクサ１２６０を制御
して、第１の同期信号Ｆｓｙｎｃから得た第２の同期信号に従ってプレチャージ画素値ま
たは補償画素値を出力する。
【００７９】
　図１６（Ａ）は、本発明の第１１の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である
。駆動装置１３００は、フレーム・メモリ１３１０、数学ユニット、およびフィールド制
御装置１３５０を含む。数学ユニットは、参照ユニット１３０２およびマルチプレクサ１
３６０を含む。ＬＣＤ駆動装置１３００は画素値Ｄを受信し、プレチャージ画素値または
補償画素値である駆動値Ｄｖを出力する。次に、ソース・ドライバ１３７０がこれにより
駆動電圧Ｖｄを出力し、ＬＣＤを駆動する。画素値Ｄは、後に参照ユニット１３０２が使
用するため、フレーム・メモリ１３１０にセーブすることができる。
【００８０】
　図１６（Ｂ）は参照ユニットが使用するテーブルを示す。参照ユニット１３０２は、画
素値に従ってこのテーブルで対応するプレチャージ画素値および補償値を検索する。画素
値が４である場合は、プレチャージ画素値および補償画素値がそれぞれ０および９である
と参照され、したがってフレーム周期の明度は、画素値により駆動された場合の明度と等
しくなる。ＬＣＤの入力および出力明度は必ずしも直線的でなく、テーブルの内容ｆはＬ
ＣＤの特性に従って調節することができる。
【００８１】
　本発明を例示により、および好ましい実施形態について説明してきたが、本発明は開示
された実施形態に制限されないことを理解されたい。これに対して、これは様々な変形お
よび同様の配置構成および手順も含むように意図され、それ故添付の特許請求の範囲は、
このような変形および同様の配置構成および手順を全て含むように最も広義に解釈される
ものとする。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】ＣＲＴディスプレイにおける１つの画素の明度ｌと時間ｔとの関係を示す。
【図２】（Ａ）は、ＬＣＤにおける時間ｔと画素に印加した駆動電圧Ｖｄとの関係を示し
、（Ｂ）は、時間ｔと（Ａ）の電圧が供給された画素の明度Ｌとの関係を示す。
【図３】（Ａ）は、液晶分子が最短応答時間を有する状況を示し、（Ｂ）は、液晶分子が
中間応答時間を有する状況を示し、（Ｃ）は、液晶分子が最長応答時間を有する状況を示
す。
【図４】（Ａ）は、ＬＣＤの駆動方法の第１の実施形態による駆動電圧を示し、（Ｂ）は
、（Ａ）の駆動電圧を印加した画素の明度を示す。
【図５】（Ａ）は、補償フィールドがプレチャージ・フィールドの前にある場合の、他の
ＬＣＤ駆動方法の駆動電圧を示し、（Ｂ）は、（Ａ）の駆動電圧を印加した画素の明度を
示す。
【図６】本発明の第２の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図７】本発明の第３の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図８】本発明の第４の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図９】本発明の第５の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図１０】本発明の第６の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図１１】（Ａ）は、ｎ番目のフレームの上部分で画素値を受信する間の走査プロセスを
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示し、（Ｂ）は、ｎ番目のフレームの下部分で画素値を受信する間の走査プロセスを示す
。
【図１２】本発明の第７の実施形態によるＬＣＤの駆動方法の駆動電圧を示す。
【図１３】本発明の第８の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図１４】本発明の第９の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図１５】本発明の第１０の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図１６（Ａ）】本発明の第１１の実施形態によるＬＣＤ駆動装置のブロック図である。
【図１６（Ｂ）】参照ユニットが使用するテーブルを示す。
【符号の説明】
【００８３】
　　　Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３　　フレーム周期
　　　Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３　　プレチャージ・フィールド
　　　Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３　　補償フィールド
　　　５００，６００，７００，８００，９００，１０００，１１００，１２００，１３
００　　ＬＣＤ駆動装置
　　　５１０，６１０，７１０，８１０，９１０，１０１０，１１１０，１２１０，１３
１０　　フレーム・メモリ
　　　５２０，６２０，７２０，８２０，９２０　　しきい値ユニット
　　　５３０，６３０，７３０，８３０，９３０，１１３０　　計算ユニット
　　　５４０，６４０，７４０，８４０，９４０　　拡張ユニット
　　　５５０，６５０，７５０，８５０，９５０，１０５０，１１５０，１２５０，１３
５０　　フィールド制御装置
　　　５６０，６６０，７６０，８６０，９６０，１０６０，１１６０，１２６０，１３
６０　　マルチプレクサ
　　　５７０，６７０，７７０，８７０，９７０，１０７０，１１７０，１２７０，１３
７０　　ソース・ドライバ
　　１０２０，１１２２，１２２０　　オーバードライブ補償ユニット
　　１０２３　　温度センサ
　　１０３０，１１３０，１２３０　　計算および拡張ユニット
　　１３０２　　参照ユニット
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